
モバイル事業では、店頭での「価値提案」の比重を高め、
店舗力の強化を図りました。
　前述のとおり、販売台数は前期を下回りました。販売台数の減少は、
一部販路における商流の変更があったことと、携帯電話料金の引き下
げ余地が話題になったことによる消費者の買い控えが生じた結果が影

響していると分析しています。販売台数に占めるスマートフォン・タブ
レット比率は、昨年よりさらに増加し、84.8％となりました。
　こうした状況の下、収益性の一層の向上を図りました。お客様一人当
たりの販売単価の上昇に努め、端末の販売のみならずスマートフォン
関連商材の提供をしてまいりました。また、来店予約の積極案内によ

変化はチャンス、10年先にも
必要とされる存在を目指し
リーディングカンパニーとしての
強みを活かしたビジネスの拡大を
図ります。
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●　新たなコミュニケーションの提案を通じ、お客様に感動・喜び・安心を提供します。

TGビジョン ～わたしたちの目指す姿～

TGミッション ～わたしたちの使命～

TGアクション ～わたしたちの行動指針～

●　社員とその家族を大切にし、働く喜びを実感できる企業であり続けます。
●　ビジネスパートナー・地域社会・株主と強い信頼関係を築き、ともに発展し続けます。
●　リーディングカンパニーとして、変化を先取りし、新たなビジネスに挑戦し続けます。

●　 「ありがとう」を超えるサービスを追求します。
●　情熱とスピード感を持ち、積極果敢に挑戦します。
●　コミュニケーションを大切にし、風通しの良い職場をつくります。
●　多様性を尊重し、最高のチームワークを実現します。 
●　プロフェッショナルとして日々の自己研鑽に努めます。
●　いかなるときも高い倫理観に基づき誠実に行動し、コンプライアンスを徹底します。

株主の皆様へ

当期の連結業績につきましては、売上高は5,269.2億円、営業利益
は前期比6.4％増の153.8億円、親会社株主に帰属する当期純利益
は、前期比36.2%増の138.4億円となりました。
売上高が前期比で減少しているのは、携帯電話の販売台数が412万
台と前期を下回ったことが主な原因です。
もっとも、全社的な生産性向上に取り組み進めた結果、売上高以
外は期初計画をやや上回る結果となりました。店舗スタッフのシフ
ト作成ツール・販売分析ツールの導入や、RPA（Robotic Process 
Automation）の活用等、職場のICT化を進めました。また、新たな
収益基盤の構築を推進するべく、M&Aを含む案件の発掘、事業開
発等に取り組みました。

2019年3月期の業績について教えてください。Q

各セグメントの取り組みとその成果について教えてください。Q
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